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編 集 後 記
●

パンデミックという未曽有の経験をする事になった私達ですが、
その予防法は 100 年前のスペイン風邪の時代と同じである事に驚愕
します。そして現役学生、とりわけ新入生の皆様は、早稲田アリー
ナでの入学式も中止になり、その時に感じる同期生の数の多さにび
っくりしたり、肩を組んで校歌や紺碧の空を歌う機会に感動したり、
ここは新宿駅かと間違えるような春の本部キャンパスで「どんだけ
あるの？」というくらいに様々なサークルからの勧誘に驚いたりす
る事も出来ずで、本当に気の毒に思います。希望を失わず、早稲田
での 4 年間が充実されるように心からエールを送ります。（朝ドラも
良かったですね）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（西宮正明）

●
あっという間に定年を迎え継続勤務をしていますが、会社の OB

会では新一年生です。会の雰囲気は思いの外フラットで、和気藹々
としており、IT 化された耳寄り情報も何かと役に立っています。大
先輩がかつての価値観とのバランスを考えながら振舞っておられる
のも参考になります。さて、気が付けばこの 1 年、至るところでイ
ノベーション。付いて行くのも大変な世の中になりました。社学稲
門会もニューノーマルの時代に相応しく、ゼロベースで変革してい
きましょう。OB の大半を占めている平成卒の「若手」が刷新して
くれることを大いに期待しています！　　　　　　　　  （米津　昭）

●
「給与デジタル払い今春に」── 1 月 27 日の日経朝刊トップの記
事を読んで驚いた。給振が銀行口座を介さないなんて、いよいよ日
本のキャッシュレスも本格化する。わが稲門会の奨学金寄付のあり
様も変革を迫られているのではないだろうか。「PC やスマホはちょ
っと……」とは言ってはいられない。デジタル時代の波に乗るため
にも本号に掲載されている記事を参考にされたし。この会報が発行
される頃には COVID-19 のワクチンの見通しがつく頃だろうかと思
いつつ……。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伏見英敏）

●
広報委員として普段はホームページの更新やメルマガの配信も

担当させていただいておりますが、この 1 年でホームページに掲
載したお知らせは、「定例会中止」、「総会延期」、「学生支援の寄付
のお願い」、「稲門会活動の自粛」という内容でした。コロナ騒ぎ
が収束し、定例会や総会、各種イベントの開催のお知らせ、社学
交友の活動状況などをみなさんに発信できればと願っています。
また、オンラインを使ってのイベント等も検討していきますので、
よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　（新谷俊樹）

●
９月に発行される会報ですが、今回はコロナの影響で異例の 3 月

発行となりました。楽しみにしてくださっている皆様にお詫び申し
上げます。2020 年 4 月以降、稲門会活動は自粛しておりますが、
Web 会議システム「ZOOM」を使い活動再開に向けた話し合いは続
けております。本号はその中で 3 月発行が決まりました。本号も素
晴らしい会報になりました。デザイン・編集ご担当の川端さんをは
じめ、校閲・取材を担当された伏見さん、原稿集めに奔走頂いた広
報委員の皆様のおかげです。ありがとうございました。この編集後
記はコロナ第 3 波渦中の 1 月にペンを進めています。現時点で 5 月
総会開催の見通しは立っていませんが、安全対策を講じるなどして
皆様と再会できる日が一日も早く来ることを切に願っています。

（吉田直人）

川端光明（S54 年卒） 米津　昭（S57 年卒）

西宮正明（S57 年卒） 伏見英敏（S58 年卒）

吉田直人（S63 年卒） 新谷俊樹（H3 年卒）

野口　淳（H13 年卒） 関根健児（H16 年卒）

佐藤英明（H18 年卒） 下地彩子（H18 年卒）

編 集 担 当

編 集 後記

早稲田大学「社学稲門会」
ホームページ

https://syagakutomonkai.com/
このホームページでは、「社会科学部卒業生奨学
金」制度の概要、基金の収支、活動の近況など
を報告しています。また、この運動を支えてい
る OB・OG の会＝二水会（毎月第２水曜日に
打ち合わせ）の活動、親睦の報告なども紹介し
ています。なお、この「会報」のバックナンバー
についても、今後掲載を予定していますので、
ご期待いただければと思います。ぜひ、一度ア
クセスしてみてください。

「Facebook,Twitter」
もご活用ください！
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　「社会科学部稲門会」28年目を迎えて／阿川　功

　コロナ禍の授業雑感／山田　満

　「自分に嘘をつかず、心から切望することにチャレンジ！」
　帝京大学医学部附属病院・脳神経内科医師／今野  正裕

　コロナ禍での大学生活／古川  真優

　野口ゼミでマーケティングを／鍛  舜平
　農村地域と連携した活動を／片岡 隆史
　都市開発に関わる仕事を／本庄 渚

　早稲田大学寄付ウェブサイトからの寄付方法について
　寄付金に対する税制上の優遇措置
　「社学稲門会」総会について／南雲  靖夫

　まさに紆余曲折の道を驀進中!!／向山  禎彦

　早稲田の良さは卒業してからわかる／杉浦 義章
　縁と、早稲田と、わせまちマルシェ／森田  善乃

　意欲が湧く姿勢と意欲が湧かない姿勢／碓田 拓磨

　ウィズコロナで思うこと／編集部
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●緊急事態宣言発令の中で
社学稲門会の皆様、ご健勝にてお過ごしのこ

とと存じます。
2020 年は、新型コロナにより、稲門会活動は

実質活動停止の状態でした。今年もまたこの原
稿を書いている時点では、第３波が猛威を振る
っており、１都３県に緊急事態宣言も発令され
ました。

知人の話ですと、1918 年からのペストの大流
行は終息まで４年を要したそうです。100 年前
と医療水準は異なるとはいえ、グローバルな人
の動きは格段に増えていますから、新型コロナ
も終息まで何年を要するのか、まだ見通しが立
ちません。

その中で広報委員会の活動により、例年９月
に皆様にお届けしていた「社学稲門会報」を３
月にお届けすることが出来そうです。
●奨学生5人の実現を目指して

本年は、社会科学部創設 55 年となり、社学
稲門会の活動も 27 年となりました。「社学卒業
生奨学基金」もお陰様で、卒業生、教職員、教
職員 OB の皆様のご協力で、現在 9,000 万円を
超えました。目下４人の学生に各 40 万円の給
付をしていますが、基金が１億円となれば奨学
生も５人となります。それもそう遠くない時期
に実現すると思います。
●社学誕生当時のキャンパス

この奨学金、稲門会活動のキッカケを作っ
て下さった新沼五郎氏は、今年の１月１日で満
101 歳になられ、板橋区内の病院に入院中です
が、判断能力は確かです。ご子息の和彦氏によ
ると、コロナで親族も面会はできず、B4 の紙に
大きな文字で伝えたいことを書いて職員に渡す

と、口頭で返事が職員に伝えられ戻ってくるそ
うです。

社学が誕生した 1966 年４月、当時は学生運
動が盛んで図書館（現会津八一博物館）と政経
の校舎との間のキャンパスで、毎日お昼頃学生
運動の集会が開かれ、マイクの大きな音が図書
館に向かって響いていました。勿論キャンパス
は立て看板でぎっしり、入学式も一ヵ月延期さ
れ、５月１日でした。機動隊に守られた入試も
我々が初めてでした。

学生運動の集会が始まると、私はよく図書館
を出てキャンパスを歩きました。新沼氏から、
最初にキャンパスで「おーい阿川君。」と声をか
けられたのは、４月の中頃ではなかったかと思
います。開口一番「お前、惜しかったなあ、も
う少しで大隈奨学金がもらえたのになあ」と言
われました。今思うと、あの言葉は、氏の私に
対する励ましだったのではないかと思いますが、
大隈奨学金の存在が記憶に残りました。　

私は中学高校は剣道一筋であまり勉強はしな
かったという自覚があり、大学では勉強しよう、
本を読もうと思っていましたので、授業とアル
バイトを除いてほとんど夜９時まで図書館にい
ました。

学生運動のマイクの騒音で、図書館を出てキ
ャンパスを歩いていると、よく新沼氏から声を
掛けられました。氏もよくキャンパスを歩かれ
ていましたが、氏は学生運動の動きを探索され
ていたようでした。後年、奨学基金の活動を始
めてからのことですが、当時を偲んでの話の中
で氏は、学生の頃の寺島実郎氏（現 多摩大学学
長）からも政経のセクトの情報をよくもらった
よとおっしゃっていました。

「社会科学部稲門会」28年目を迎えて

社会科学稲門会 会長

阿川　功

他学部では休講も多く、試験もレポートに切
り換えられた時代でしたが、社学は学生運動に
よる休講もなく、試験もキチンとありました。
私は講義はほとんど全部出席しました。休んだ
のは体育の実技２コマと、法哲学の１コマ位だ
と思います。アルバイトの関係で出席できなか
ったからです。

講義はすべて新鮮で面白く知の世界を垣間見
た思いでした。当時は「政治学原論」「経済学原
論」等、「〇〇原論」と名のつく必修科目がいく
つかありました。大抵の講義は他学部の年輩の
先生によるもので、内容は面白いものの、講義
は何十年も使われているような古いノートを使
ってなされているのをよく見かけました。私は、
一番前の真ん中の席に座るのを常としていまし
たので、よく見えたのでした。

選択科目は自分で選んだ科目ですから皆面白
く、疑問点、よくわからなかったところは、講
義のあとで質問したり調べたりしていました。
そんなことから芳野先生、竹下先生、池島先生、
時岡先生、などの研究室にもお邪魔してお話を
伺ったり、飲みに連れて行ってもらったりしま
した。必修科目、教養科目等でさほど関心の高
くない科目も、それなりに面白く聞きました。

関心の高くない科目では、この先生がこうい
うことを何十年も考えてこられたのは何がそう
させたのだろうなどと先生の研究者人生を想像
したりしていました。テキストに指定された本
も、関心のある科目は大抵読みました。その甲
斐あってか、２年から４年までは大隈奨学金を
もらいました。

当時大隈奨学金の給付額は、授業料相当額で
したので、２年から３年間は授業料を払わずに
すみました。私が「社学卒業生奨学基金」を提
案し、その活動に係るようになったのにもこん

コロナ禍でのご挨拶にかえて

な経験があったからかも知れません。
●社学稲門会の現状と今後

さて 28 年目を迎えた社学稲門会ですが、卒
業生を中心とする親睦と奨学基金活動がその中
心であります。コロナ前は、社学の先生方から
その専門分野のお話を伺ったり、また卒業生経
営者による学生の為のセミナーを開催したりし
ていました。「楽しくて為になって社学にも貢献
できる」会を目指しており、そこそこいい会に
なっていたと思います。

社学稲門会は、「学生、教職員、卒業生の三位
一体の会」を標榜していていますが、奨学基金も、
先生方からお話を聞く場も、経営者によるセミ
ナーも、その具体化だともいえます。とはいえ、
社学稲門会が今後益々発展していく為には、い
くつもの課題があることも確かです。地域稲門
会をはじめ多くの稲門会は、子育ても一段落し
た 50 代以降の年代の卒業生が中心となって活動
しているのが一般です。社学稲門会も然りです。

今後は、現役の若い世代の人達も集まる会に
したいものです。また、稲門会組織をもう少し
整備すること、特に会の財政的基盤である年会
費収入を増やすこと、その為には「社学稲門会」

「卒業生奨学基金」の存在を、もっともっと卒業
生に認知してもらうよう不断の広報が必要だと
思います。
●更なる社学稲門会の発展を期して

27 年の活動実績をもつ「社学稲門会」は「公
器」であると中本零時君（１期生）は言います。
沢山の社学の仲間と一緒に活動できる幸せを感
じると共に、27 年の歴史を踏まえて、さらに皆
で着実な発展を期していきたいものです。

コロナ禍の中、社学稲門会の皆様には呉々も
ご自愛をお願いいたします。そして、また大学
でお会いできる日を楽しみにしています。

●阿川  功さんプロフィール
1947 年、島根県出雲市生まれ。
1970年、社会科学部卒業。時岡ゼミ。
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●大学の授業や行事にも大きな変化が
『社学稲門会会報』の新企画として会報編集委
員の吉田直人さんから『教授リレーメッセージ』
の初回執筆を依頼されたのは新型コロナウィル
スが発覚する以前だったと記憶しています。年
明けから感染拡大が続き、本稿の締め切りを迎
えている 2020 年 12 月末には第 3 波の大きな
波を迎えています。本来はクリスマスや正月で
社会が賑わう時期であるにもかかわらず、外出
自粛を求める「ステイホーム」の政策が世界全
体を覆って今年が終えようとしています。

2020 年を表す漢字が「密」でした。恒例と
なっている清水寺貫主の大きな筆で書かれた漢
字が象徴的でした。ちなみに投票数の多かった
漢字の 2 位は「禍」、3 位は「病」と、コロナが人々
に与えた影響の大きさが窺えます。

もちろん、大学の授業や行事においても大き
な影響を及ぼしました。春学期はすべてオンラ
インで、秋学期に入り少人数の科目は一部対面
授業を開始しました。とはいえ、当然ながら「密」
を避けることは必須で、ソーシャルディスタン
スはそのまま人間関係の距離まで強いたような
印象を受けました。
●新入生への配慮とオンライン授業

もっとも私たち教職員が心配したのは新入生
（2020 年 4 月入学生）の心身の状況です。社
学を目指して多くの時間を受験勉強に費やし

「合格」を手に入れたはずなのに、14 号館に入
れたのは入試当日だけ、ではあまりに可哀想で
あり、何よりも当初の高いモチベーションは維
持されているのかという心配です。社会問題に
誰よりも関心を抱いている社学生ですから、現

状の把握や今後の展望をきっと考えているだろ
うとは想像するものの、終わりのないコロナの
現実に直面し、入学時に抱いた大望が失望に変
わってはいないだろうか……。

他方、上級生は比較的上手にオンライン授業
に適応し、楽しんでいる者さえいました。音声
をミュートにし、画面もオフにしているのです
が、時々何かの偶然で音声が漏れ、画面が映る
のです。突然ラッパのような音が聞こえ、「君
はどこにいるの？」「いまカフェで聞いていま
す」。ザーという音を背景に綺麗な風景が画面
に映る。
「それバーチャル画像？」
「いやずっと最北の稚内に行きたかったので、
稚内からの参加です」

また、日本への入国がかなわず、自国から参
加する留学生もたくさんいました。こちらも実
にユニークです。東ティモールからの留学生の
発表時には「コケコッコー！」「ワンワン」「ニ
ャオー」など動物が同時に授業に参加してきま
す。子どもたちの元気な遊び声も聞こえてきま
す。さらに、夕方の授業ではインドネシアから
の発表者の声と調和するようなモスクからの美
しいコーランの読経が響きわたります。
●コロナ禍で再確認した人間関係の重要性

さて、私はどうか。リアルタイム型、オンデ
マンド型、併用型のどれでいくのか。新しく早
稲田で導入した Waseda-Moodle をどのように
使いこなすのか。「Teach Anywhere」の指導
書を開き、試行錯誤しながら教材を作成し、ア
ップします。ドキドキしながら録音したはずな
のに、「録音されていない！」と驚くこと数回。

授業運営の不手際で学生に言い訳メールを送
り、レポートの課題を確認して日々の授業を終
えていく。以上がコロナ禍の私の授業の顚末で
した。

2021 年度はどのようになるのか。しかし、
教育の基本は「人間関係」の構築です。議論も、
理解も、友情も、信頼も、思い出も人との直接
的な接点がやはり基本です。私たち教員も学生
との対面でこそ、まずは名前と顔を覚え、コン
パや合宿を通じて、思い出を深め、絆が生まれ
ていきます。この思いは学生も同じことでしょ
う。今回のコロナ禍で改めて教育における「人
間関係」の重要性を確認した次第です。
●「三位一体」力を有する人材の輩出を

私の専門は国際関係論です。特に平和構築に
向けた国際協力のあり方に関心を持っていま
す。平和構築とは広義では「平和な社会の構築」
を意味します。その点で、今回のコロナ禍は私
の研究に大きな示唆を与えました。

微力ながら、今回のコロナ禍で顕在化した自
由民主主義の課題と必要性、格差社会を促した
不均等な発展のあり方、自国第一主義に象徴さ
れるような偏向した平和主義の台頭をテーマに

『平和構築のトリロジー』（仮題）を 4 月頃に
出版します。ぜひ、拙書に関する皆さまからご
意見をいただけたら幸いです。

国際社会は、いっこうに収束をみない新型コ
ロナウィルス感染拡大防止に努める一方で、あ
る種の諦観も抱きはじめています。そして何よ
りもワクチンへの期待を深めています。すでに
2020 年末の時点で米国、英国や EU をはじめ、
ワクチン接種がはじまっています。ウィルスの
分析と同時に、それを克服する治療薬やワクチ
ンの開発と、科学の力が今後いっそう求められ

るでしょう。
繰り返される感染症防止に向けた国際協力や

国際協調が喫緊の課題になっています。その意
味で、学際性、国際性、臨床性を掲げる社会科
学部は、本質的問題を理解する柔軟性、国境を
超えたネットワークの構築力、困難な場面でも
リーダーシップを発揮する行動力、まさに三位
一体の能力を有する人材の輩出を目指す責務を
果たさなければならないと気持ちを新たにしま
した。

しかし、それは杞憂かもしれません。すでに
多くの社学出身者がコロナと向かい合い、コロ
ナ後に向けて準備をしているようです。2020
年 11 月に社会科学部の 1 年生を早稲田キャン
パスに招き、クラス会をはじめとするイベント
を開催いたしました。今年度なかなか来校する
ことができなかった 1 年生にとって、同級生
や先輩、教員と対面で交流する貴重な機会とな
りました。当日の様子を動画にまとめましたの
で、ぜひご覧ください！ (URL は以下欄外に）

さて、最後に『教授リレーメッセージ』の次
回執筆者を紹介します。

私の後の学術院長を務められた劉傑教授で
す。劉教授の任期最後の半年はまさにコロナ対
応で奔走されました。次回『社学稲門会会報』
もご期待ください。

●山田 満先生プロフィール
北海道生まれ。専門は国際関係論、平和構築論、国際協
力論。
座右の名は、「人間万事塞翁が馬」。私は踊れませんが「下
駄っぱーず」の顧問。趣味は愛犬との散歩、異文化交
流。学内では、社会科学総合学術院長（2016-2018）、
平山郁夫記念ボランティアセンター所長など、学外では
日本東ティモール協会副会長、国連UNHCR協会理事、
NPO法人代表理事など。

コロナ禍の授業雑感

社会科学総合学術院教授

山田　満

教授リレーメッセージ◉第1回

東ティモール国会議事堂訪問 東ティモールでの学生交流

https://waseda.box.com/s/ammkwtwwhjwbr3d9r08dm9b92h2w3osd
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●将来は医者になるという漠然とした思いが
──はじめに子供の頃についてお聞かせくださ
い。

今野　住んでいた地域にある、公立の小学校と
中学校に通っていました。放課後や休日は同
級生と遊んだりと、特にストレスなく楽しく
日々を送っていました。

──高校時代はどんな感じでしたか。
今野　自由な校風だったので、将来のことを考
える時間が沢山ありました。なので、世の中
にある仕事を調べて、自分が今後どう生きて
いこうかを模索していました。
──医師になるお考えは高校の頃からあったの
ですか。

今野　子供の頃から将来医者になりたいと漠然
と思っていました。しかし恥ずかしながら私
は子供の頃、医者くらいしか職業を知らなかっ
たんです。年齢が上がるに連れて、世に色々
な仕事があることがわかり、多方面に関心が
出てきました。職業の知識や興味が増えてい
く一方、必ずしも医師にならなくても良いの
ではないかと思うようになってしまいました。

──ご両親からの期待やアドバイスは。
今野　両親は私の意思を尊重していたので、何
かを強いられることはなかったです。
──自分で自分の道を開拓しなさいというよう
なスタンスですね。

今野　そうですね、やりたいことをやりなさい
と言われていました。
──16～ 18才頃といえば明確な目標があれば
ともかく、何をやっていいかわからない年頃
じゃないですかね。

今野　おっしゃるとおりだと思います。職業を
色々調べたとはいえ、実際その仕事で働いて
いる方のお話を聞いたわけではなかったので、
具体的なイメージが沸きませんでした。なの
で、大学は幅広い知識や見聞が習得出来る環
境に行き、そこで得たものを元に将来の仕事
を決めようと思っていました。
──いろいろ調べた中で、何か気になったもの
はありましたか。

今野　医者になりたいと思っていたからなのか、
製薬会社のMRには興味がありました。
──そういう意味で理系の大学に進むという選

今回お話を伺った卒業生は今野正裕さん。社会科学部卒業後、医学部に入り直し、現在、
脳神経内科の医師として勤務しています。、我々取材班が近代的で清新なビルに到着する
と、穏やかで明るい笑顔の若者が出迎えてくれました。　　　　　　　　　　（文責：伏見英敏） ３⼈で集まり、「半兵衛」という超リーズナブ

ルな居酒屋で飲んだり、ボウリングやダーツ、
⿇雀をして遊んでいました。
──早稲田の空気って特別な何かがあるんです
かね。

今野　出身地が全国に散らばっていたり、大検
経由で入学した⼈がいたり、３浪とか４浪の
⼈がいたりで、高校までは基本的に同じよう
な地域でほぼ同い年の⼈たちの集まりですが、
早稲田の多くの同級生は年齢も出身地も違い、
いろんな⼈間がいるところが面白いなと思い
ました。
──すでに私らの時にでも勤労学生は少なかっ
たと思いますが、社学の草創期には、きちん
と仕事もやって大学に通う優秀な方々も多
かったと思います。社学の私たちのまわりに
は、とにかく早稲田という⼈間が多いので、
そうすると３浪４浪も結構いたし、どこかの
大学を卒業してから早稲田に入り直すという
方もいましたね。そういう意味でいうと……
何というのかな、すでにかなりダイバーシティ
が入っていたのかもしれません。（笑）
　　ところで、学生時代はどんなゼミに進まれ
たのですか。

択肢はなかったのですか？
今野　まわりは文系がたぶん７割くらいで、
ちょっとその流れに乗ってしまったところも
ありますね。

●暗中模索の中、自由度の高い社学を
──大学進学に際して社会科学部を選んだ理由
はなんですか。

今野　高校の時点で希望の職業が見つかってい
なかったので、幅広い知識を習得出来る環境
に身を置きたかったからです。そこで将来の
ヒントを見つけたいと思っていました。早稲
田大学では全国から集まった多様な経歴の学
生と出会え、自分の世界観が広がったような
感覚を持ったことを今でも覚えています。中
でも社会科学部は最も多様な学生が集まって
いることや、科目選択の自由度が高く、いろ
いろな概念に触れることができて日々退屈せ
ず過ごせました。また講義後によく友⼈２～

「自分に嘘をつかず、心から切
望することにチャレンジ！」

脳神経内科医師

今野  正裕 さん（2011年卒）

●今野  正裕さんプロフィール
脳神経内科医として、認知症、脳梗塞、パーキンソン病、
末梢神経疾患などを日々診療しています。一般内科医と
して、高血圧や糖尿病なども診ています。日々勉強です
が充実した生活を送っています。
先輩に誘って頂いた早稲田駅伝に参加して以降、走るこ
とが好きになり、休日はジムでよく走っています。他は
料理や、日本酒飲み比べなどが好きです。

今野さん（左）と伏見広報委員
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今野　労働法の清水ゼミというところです。社
学稲門会にはゼミの先輩の小梛さんにお誘い
していただきました。

（小梛さん、ナイスアシスト！※広報委員）
●３年の夏を転機に医学部受験で予備校へ
──大学に入ってからの転機というのはありま
したか。
今野　３年の夏頃、社学の同級生が亡くなりま
した。その時に以前から本当は目指したかっ
た医師という仕事への想いが再燃しました。
早稲田には医学部がないので気持ちが遠ざ
かっていたのですが、友人の死という非常に
悲しい出来事が心に火をつけてくれたのです。
就職活動の始まるタイミングで改めて考え直
してみて、遠回りになるけど医師を目指そう
と決意しました。
──もともと潜在的に持っていた本当の気持ち
が表面化してきたのですね。
今野　そうですね。自分の気持ちに正直になっ
て医師を目指してもいいんじゃないかなと思
い始めました。
──決意してから1年と少しだと思いますが、
受験準備期間が短かったですね。
今野　決意した後にあまり悩まず、医学部受験
予備校に入ったりしたのがよかったのかもし
れません。ただ理系の勉強は最初とっつきに

くく非常につらかったですね。頑張っている
うちに次第に未知の分野を知ることの充実感
を持てるようになりました。
──医学部に入った時に早稲田での生活とどん
なギャップを感じましたか。
今野　社学は１学年600人くらい入ると思いま
すが、医学部では100人程度です。社学は科
目が多様でほとんど選択科目、必修はあまり
なかったですね。同級生だけど違う授業をう
けたり、むしろ先輩と同じ教室にいたりとい
うことが当たり前でした。そういったところ
でも人の交流が結構生まれて楽しかったなと
思います。医学部というのは１限から５限ま
でびっしり全部必修という感じだったので、
ある意味ちょっと高校の授業の延長のような
感じもしました。そんなところにまずギャッ
プみたいものを感じました。
　　それから社学の勉強だと、ひとつのことを
積み上げる勉強というよりは幅広くという形
ですが、医学部は１年から６年まで勉強して
国家試験を受けるので積み上げ型の勉強をし
たという違いがありましたね。
●神経科と混同されがちな脳神経内科を
──その中で医学部の学生時代から何科に進む
かという方針は決めていたのですか。
今野　全然決めていなくて、専門は研修医の時
期に一番興味のあった分野を選びました。初

期研修ではいろんな科を、たとえば４月は内
科で５月は皮膚科みたいな感じで回るんです。
そういう風にローテーションして興味ある科
を探したうえで今の脳神経内科という専門分
野に決めました。
──脳神経外科は時々見かけますが、脳神経内
科の方は普通の病院にはあまりない科ですね。
今野　はい、割とよく精神科と混同されがちな
ところはあります。私は一般内科全般と脳神
経内科をやっています。在宅医療も時折やっ
ています。脳神経内科はあまり馴染みがない
かもしれませんが、脳梗塞やパーキンソン病
など、脳〜脊髄〜末梢神経〜筋⾁の病気を扱
う科です。まだまだ未熟者ですが、どこの病
院に⾏っても適切な診断をされなかった患者
様を診断し治療がうまくいった時は、医師を
やっていて良かったと思います。今後更に勉
強し経験を積み、地域の方々の生活をより良
く出来るよう貢献できたらよいなと思ってい
ます。
──脳梗塞といってもドカンとくるものだけで
はなくて、プチ脳梗塞もあると聞きます。無
自覚のものも多いようで、そういったことが
原因で体調不良を引き起こすなどということ
もあるのでしょうか。
今野　俗にいう「隠れ脳梗塞」というものです
かね。どんな病気もそうなんですが症状がな
ければ基本的には治療はしません。脳梗塞で
あればそれなりのリスクが背景にあるので、
たとえば動脈硬化につながりやすい喫煙で
あったり、高血圧や糖尿病とかそういった危
険信号はあるのですが、「隠れ脳梗塞」の場合、
治療介入はしないです。まず生活習慣の指導
を⾏います。
──私も一度診てもらって指導を受けに⾏こう
かな。
今野　私でよろしければ、どうぞどうぞ。（笑）

（頼りになる先生が見つかりました！※広報委員）
●「自分には嘘をついてはいけない」
──最後に社学の学生や若い卒業生にメッセー
ジをいただけますか。

今野　本当にやりたいという想いには忠実に
従ってもいいんじゃないかなと思います。昔、
何かの本で読んだのですが「仮に人に嘘をつ
いても自分には嘘をついてはいけない」とい
う言葉があります。自分が心から切望してい
ることには、仮にハードルが高くてもチャレ
ンジするべきだと思います。そうでないと、
釈然としない気持ちを一生持ち続けます。自
分が本気で達成したいことを実⾏する時、そ
のモチベーションが多大な集中⼒につながり、
きっと良い結果につながると思います。
●あとがきにかえて──社学から医者の道へ
「早稲田に医学部を」という声が昔から根強く
あります。慶應が歯科大学を傘下に置くという
ニュースや新型コロナウィルスの感染拡大は、
「医学部待望論」に拍車をかけるかもしれませ
ん。今回、その是非には触れませんが、今野さ
んのお話には勇気づけられる人も多いのではな
いでしょうか。
紙面では十分にお伝えできませんが、就活を

する友人たちを横目に医学部受験勉強をし、さ
らに６年間の学業生活を選択するにあたって
は、かなりの葛藤もあったことかと思います。
今野さんからは、新たな世界に飛び込む「勇気」
と「信念」そしてそれらを支える「熱量」を感
じました。
社学の卒業生の中には他にもたくさんの方々

が新たなチャレンジに取り組んでいると思いま
すが、多様性の中から生まれる化学変化が期待
できる学部に成長していくのではないでしょう
か。

名店斎藤酒場で懇親会
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古川  真優
４年生　

コロナ禍での大学生活

●交換留学を控え奨学金採用に感謝！
早稲田大学社会科学部４年次に在籍しておりま

す、古川真優と申します。３年次に社会科学部卒
業生奨学金を頂きました。

まずは、ご寄付頂いている卒業生の皆様、在学
生を様々な側面から支えてくださっている大学関
係者の皆様、今回寄稿の機会をくださった吉田直
人様に感謝申し上げたいと思います。一年間の交
換留学を控え、金銭面での不安もあった中での奨
学金採用は大変ありがたいものでした。残り短い
大学生活ですが、大先輩の皆様のご期待に添える
よう、より一層学業に励む所存です。

折角機会を頂いたので、何を書いたものかと悩
みましたが、2020 年の今残しておくべき、発信
すべきこととしてコロナ禍での大学生活を中心に
書かせて頂こうと思います。拙い文ですが、最後
までお付き合い頂けましたら幸いです。
●半々の留学生活

2019 年夏から 2020 年夏まで、韓国の高麗大学
に留学していました。幸か不幸か、昨年秋学期は
ごく普通の、今年度春学期はコロナ禍、という半
分半分の留学生活を送ることになりました。感染
拡大が始まった頃には帰国勧告もありましたが、
両親や留学センターと相談し、韓国残留を決断し
ました。幸い留学中は一度も大きく体調を崩すこ
となく、無事帰国することができました。

コロナ禍の留学生活で大きく変わったのは、ま
ず授業が全てオンラインになったこと、毎週のよ
うに食事会やイベントがあった留学生会の活動が
なくなったことでした。冬に帰国してしまった友
人が多かったため、新しく友人を作る機会の激減
はなかなかこたえました。毎年 TWICE をはじめ
とする大人気アイドルが参加する大規模な学園祭
や、サークルの新歓活動が中止になってしまった

のも非常に残念でした。
今思えば、４年生の身でありながら、今年入学

された新入生の皆さんと同じような環境にいたの
だと思います。とはいえ、留学そのものが中止に
なってしまった方や、途中で強制帰国を余儀無く
された方に比べれば、自分は本当に恵まれていま
した。最後まで現地で学びたいという私の我儘に
理解を示してくださった留学センターの皆様や両
親には本当に感謝しています。

当時の私は一室３畳ほどしかない狭い学生マン
ションに住んでいました。家賃をケチって窓のな
い部屋に住んでいたこともあり、いくらコロナ禍
とはいえずっと日光に当たらず引きこもっていた
ら流石に気が狂ってしまう……と、図書館に行く
時や自炊用の食材を買いに出かける時、去年から
仲良くしていた友人と外食に行く時などの数少な
い外出機会を大切に、意識して気分転換をするよ
うにしていました。
●ネット環境なしのチェジュ島旅行

オンライン授業は、教授の皆さんも生徒もお互
い手探りでしたが、なんだかんだで慣れるまで早
かったと記憶しています。ディスカッション形式
の講義で発言の際の空気感をつかむ難しさや、語
学の授業のペアワークが消えて一人黙々と取り組
まなければならない寂しさはありましたが……。
期末試験のみ対面式だったため、録画式講義の試
験場で同じマンションに住んでいた友人とばった
り会い、「えっあなたも、この授業取ってたの !?」
と最後の最後になって気づく一幕もありました。

そんなオンライン中心の日常を通して常々感じ
ていたのは、少し陳腐な言葉になってしまうかも
しれませんが、人と話すことの大切さでした。電
話であっても、言葉を交わすだけで心がかなり軽
くなるのを実感しました。

また、『コロナ禍はそれはそれとして、人間遊
ばないとダメ人間になる』精神の必要性も感じま
した（カッコ内は最近読んだこち亀の両さんのセ
リフからの引用です）。食事や外出をはじめ、こ
れまで当然だったことが止むを得ず狭められてし
まっている中ではありますが、心ぐらいは余裕を
持って生きたいなと思う今日この頃です。

手洗いうがい、マスクや消毒などの徹底は大前
提として、自己責任で身体の健康と心の健康のバ
ランスを取っていくことが、長丁場のコロナ禍を
乗り切る最善策であるように感じています。自分
の遊びにも他人の遊びにも、必要以上にカリカリ
せず寛容に、やれるだけの対策はして、バランス
良く食べて沢山寝て免疫を高める、そんな意識で
いたいです。

帰国直前に韓国有数の観光地であるチェジュ島
に行った際には、コロナ禍で外国人観光客が来な
いことを理由に sim カードや Wi-Fi の貸出サー
ビスがなくなっており、ネット環境なしフリー
Wi-Fi 依存の海外旅行、というスリリングな経験
もしましたが、今思い返せば笑える良い思い出で
す。自分が物心ついてから最大とも言える世界を
揺るがす一大事に、自分が歴史の証人になってい
ることを初めて実感しています。コロナも早く「あ
んなことあったね〜」と振り返れるような過去の
話になって欲しいと切に願っております。
●早稲田でのオンライン講義

秋学期からは早稲田大学に戻り、オンライン中
心に授業を受けています。ゼミナール活動のみ対
面式で、zoom や、今年から course navi 代わり

留学先だった高麗大学

留学先で生活していた学生マンションの部屋 チェジュ島の茶畑

に導入された waseda moodle を駆使しながら学
んでいます。新しく出会う人と仲良くなる機会が
少ないことや、図書館での自習に制限があったこ
となどは残念ですが、移動時間が必要ない楽さや
課題を一括管理できる便利さは新たに得られた収
穫だと思います。

所属している模擬国連サークルの全国大会も、
例年は大きなホテルに泊まりながら行われるので
すが、今年はオンライン開催となりました。仲間
とわいわい騒いだり夜更かししたりして息抜きす
るような楽しみはなくなってしまいましたが、オ
ンライン開催でも沢山の参加者に恵まれ、新たな
可能性を感じることができました。早稲田はコロ
ナ禍に限らず、今後もオンライン授業を続けて行
く方針と小耳に挟みました。大学関係者の皆様も、
オンラインと対面のバランスで苦心していらっし
ゃることと思います。

年末の振り返りや挨拶では、「今年はコロナの
せいで〜」と枕詞のように繰り返されていました
が、個人的には悪いことばかりでもなかったと思
います。日常にあるささやかな良い出来事にこれ
まで以上に目を向けて、明るい気持ちで新たな一
年を過ごしたいと思います。

これを読んでくださった皆様も、健康にお気を
つけて、素敵な一年をお過ごしください。

●古川  真優さんプロフィール
東京都出身。私立雙葉高等学校卒。現在社会科学部
４年次に在籍し、2021 年秋卒業予定。国際関係論
に興味を持ち、奥迫元ゼミナールに所属。一年間韓
国の高麗大学に交換留学。模擬国連サークルに所属
し、年末の全国大会では議長を務める。

奨学生紹介



鍛  舜平
２年生　

野口ゼミでマーケティングを

片岡 隆史
２年生　

農村地域と連携した活動を

本庄 渚
１年生　

都市開発に関わる仕事を

東京都出身。野口ゼミに所属し、マーケティ
ングについて研究しています。
社会科学部卒業生奨学金に選ばれたこと、大
変ありがたく思います。今後とも学業に励み、
模範的な早大生として過ごしていきたいと思っ
ています。

東京都北区出身。東京都都立戸山高等学校卒
業。農村デザイン研究ゼミ。いぐべおぐに代表、
早稲田大学ボランティアセンタープロジェクト
狩り部所属。
この度は社会科学部卒業生奨学金の奨学生に
お選びいただいたこと、至極光栄に存じます。
ご寄付いただいている卒業生の皆様方には深く
感謝申し上げます。
今後といたしましては、このコロナの時代に、
東京の学生が農村地域と連携して活動する道を
模索してまいりたいと思っております。

千葉県立佐倉高校卒業。この度は社会科学部
卒業生奨学金に採用して頂きありがとうござい
ます。
現在、実際に学校に通って講義を受けること
が厳しい状況ですが、奨学金をはじめ様々な支
援をしていただけたことで充実した大学生活を
送れています。
私は都市開発に関わる仕事に就きたいと考え
ております。今までは曖昧でしたが、「コロナ禍」
を経験したことで、自分の創り上げたい社会を
思い描くことができました。夢を叶えるために、
今の自分に足りない知識を身につけていけるよ
うに頑張ります。

早稲田大学寄付ウェブサイト
からの寄付方法について

①本学寄付ウェブサイト（https://kifu.waseda.jp/）
　へアクセス
　二次元バーコード➡
　　　　　
（PC・スマートフォンよりご利用いただけます。）

②トップページ右上にある「寄付する」をクリック

③注意事項を確認して
　「寄付を申し込む」をクリック

④寄付の種類「奨学金」、指定先「社会科学部卒業生奨学金」を指定し、
　その金額や氏名、住所等の必要事項を入力のうえ、「入力内容確認へ」をクリック

⑤入力内容を確認した後、「お申し込み」をクリックして、手続きは終了です。ご紹介した上記学生に加え、1年生・加賀航希さんの4名に奨学金を授与しました。

12 13

2020年度奨学生紹介
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SHAGAKU INFORMATION SHAGAKU INFORMATION
　社学稲門会の総会は毎年、稲門会の最大のイベントと
して開催されてきました。しかしながら、2020年度は新
型コロナウイルスの感染拡大を受けて、校友会活動が全
て自粛になる中、社学稲門会の総会も中止せざるを得ま
せんでした。
　
　社学稲門会の総会は、決算報告や予算案の承認などの
議事とその後の懇親会にとどまらず、ゲストスピーカー
を招いての講演会があり、毎回参加者から大変な好評を
得ています。またゲストスピーカーは、全員が社学の関係者である教授およびOB・OG。
教授の先生方の講演では、中国を中心とした国際情勢をテーマに、私たちが最も知りたい話
題を分かりやすくお話いただきました。また学生時代体育会で活躍したOBによる早稲田ス
ポーツをテーマにしたトークショーでは、野球部、ア・式蹴球部（サッカー部）、ラグビー
部のOBが登壇され、ご自身の学生時代の思い出や、学生スポーツ界をリードしてきた早稲
田スポーツへの今後の提言について、大いに語ってもらいました。特に下級生時代の思い出
では、現代では絶対に許されないような、上級生部員による「しごき」をご経験されたこと
など、ユーモアを交えながら語っていただき、参加者の笑いを誘っていました。また振付師
の香瑠鼓さん（81年卒）や歴史作家の伊東潤さん（83年卒）がご登壇された年もありまし
た。香瑠鼓さんには、ご自身が取り組んでおられる「ヒーリングセッション」を行っていた
だき、出席者も一緒に参加して、楽しいセッションとなりました。一方、伊東潤さんは作家
になったきっかけや、ご自身がコンサルタントとして働いてこられたことが、小説を描くベー
スになっているとの話を興味深く拝聴しました。

　講演会の後には、例年大隈講堂前で記念撮影。60人～ 70人もの人が記念撮影のため、
大隈講堂前に並ぶ姿は圧巻です。そしていよいよ懇親会。大隈庭園を眺めながら美味しい料
理とお酒を堪能し、またお世話になった先生方や懐かしい同窓生との語らいは時間が経つの
を忘れるくらい楽しいものです。そして最後は紺碧、栄光、人生劇場、そして校歌と早稲田
の歌を応援部のリードで歌い上げれば、今は遠き早稲田での青春の日々が蘇り、「早稲田で
良かった」といったという思いが、参加者それぞれの心に深く刻まれました。

　冒頭に申しました通り、残念ながらコロナ禍のため2020年の総会は中止となりました。
一刻も早くコロナが収まり、皆が顔を揃えてまた楽しい総会が開催できる日が訪れることを、
心より祈念しています。

寄付金に対する税制上の優遇措置 「社学稲門会」総会について
1990年卒

南雲  靖夫

●南雲  靖夫さんプロフィール
　卒　年：1990年（平成 2年）
　出身校：神奈川県立鶴見高等学校
　ゼ　ミ：芹沢功ゼミ「政治意識研究」
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全滅を免れ社会科学部に入学することが出来ました。
これが早稲田大学進学の原点であり「京都に海があ
る」啓蒙活動の入り口です。
●クラス仲間とワセダホースマンクラブを
大学生活は Jクラス仲間から始まりました。ワセダ
ホースマンクラブという競馬予想サークルも Jクラス
仲間数人で作りました。手作りの「予想紙」をコピー
して配布、スポーツ新聞社に郵送をしていた時、スポ
ーツニッポン社から連絡先の喫茶フランセに「東京六
大学競馬リーグを担当しませんか！」と電話がありま
した。その時の早稲田大学受け持ちの方が交代を望ま
れたようです。マスコミの力は恐ろしくチラシでは数
人だった問合せがスポニチ掲載以降は爆増しました。
学業では、先輩の忠告【「可」が多いと就職に不利
だから不安な時は「不可にして下さい」と答案に書け】
を守り、「成績優秀：単位数極少」で４年時は 14 科
目全勝が卒業条件で、ホースマンクラブ留年予想は断
然人気でした。「保健」「体育理論」まで残っていたの
は誤算でしたが……。
●卒業後は食器販売会社の「たち吉」へ
就職は京都新聞社、近畿放送（今の KBS京都）を

玉砕し、２年近くアルバイトをした西武 Gマーケテ
ィング会社の影響で流通業界を数社受けました。後輩
の期待を裏切り卒業し、1980 年、京都本社の株式会
社たち吉（食器販売会社）に入社しました。初任地は
東京「銀座店」で、銀座通勤など宮津の田舎者には夢

人生いろいろ…
社学もさまざま

寄稿

●「えっ？　京都に海があるの？」 から             
1980 年卒業の向山禎彦です。昭和 55 年卒業の方

が解りやすい世代です。昭和 31 年に京都府宮津市で
生まれました。日本三景天橋立が眼前の日本海育ちで
す。私が早稲田大学に入学した当時、京都に海がある
ことを東京の人は殆んど知りませんでした。旅行の隆
盛と共に秘境のような場所が持て囃され、「天橋立股
のぞき」や「伊根の舟屋」も有名になりましたが、そ
こが京都府だと認識される方は少ないと思います。「ど
この出身？」と聞かれ「京都府宮津市」と答えるのが
億劫でした。ご存知なくても構わないのですが、聞い
た人の頭の中には「京都といえば、清水寺、嵐山、伏
見稲荷」が浮かんでいたと思います。このギャップを
埋めて説明するのが面倒なのです。「京都府の北部で
す」「大原？」「もっと北です」「琵琶湖？」「それは滋
賀県で日本海側です」「えっ？　京都に海があるの？」
私の東京暮らしはこんなことから始まりました。
●早稲田大学に行きたいと思った瞬間
私が早稲田大学を目指したのは高校３年１学期で

す。名の知れた大学は名門だと思う田舎の高校生で、
旺文社模試の合格判定「75％以上」の大学で良いと
考えていました。親に東京の○○大学に行きたいと言
った時に、そんな大学（ごめんなさい）に行くなら関
西に居なさいと言われました。テレビで早慶戦を見た
時に覚えた鍛治舎は早稲田大学だし、北原白秋も早稲
田大学だし、次の模試で早稲田大学と書いたところ
「25％以下」の判定となりました。大学難易度に大差
があることを知らない自分がショックでした。早稲田
大学に行きたいと思った瞬間です。夏休みに「京都市
内」の親戚に下宿し予備校に通いましたが現役時は不
合格でした。市電で会うノートルダム女子高の生徒に
見とれていたからでしょうか。翌年、正規の予備校生
となりましたが、成績は上がらず不安の毎日でした。

の様でした。女性も多く楽しい職場で妻と出会ったの
もこの銀座店です。朝の荷受け・ストック・清掃・配送、
合間に陳列と販売、暇な時は外販と、裏方から接客ま
で一通り覚えました。その後、三越百貨店本店たち吉
店舗に異動し百貨店の厳しさとイロハを学び、松坂屋
百貨店上野店たち吉店舗、法人外商、特販部を経験し、
1989 年京都本社営業本部勤務になりました。店舗推
進、企画制作の課長職を経て、38 歳の時、新規事業
開発部部長に抜擢されました。1999 年、再び東京勤
務となり、東京外商部長、商事本部長、百貨店営業本
部長を担当しました。
●退職後、ワセダ魂に火が付き市議会議員に
2004 年の卒業 25 年ホームカミングデーを東京で
迎え、二水会（社学稲門会）に縁ができたのが幸福の
スタートです。2010 年に取締役事業計画本部長で京
都に帰任しました。会社はバブル時には 260 億円超
の売上でしたが年々下降し 2015 年は 50 億円まで落
ち込みました。役員になると今までと違う視点で財務
内容と企業体質が見えます。早期退職制度を数回導入
し借り入れ負担が大きく無借金経営から借金企業に転
落しましたが、一番の弱点は甘え体質、危機感不足だ
と思います。2011 年の東日本大震災に続き、公取指
導、鉛毒基準違反、など苦難も連続で襲ってきました。
「1752 年創業の家業経営が抱える存続の危機」は同
族企業当主の社長にとって我々には想像できない苦悩
だったと思います。最終的には、役員と幹部社員の退
職で、借入金放棄、会社存続、社員継続雇用を引き受
けて頂ける企業に譲渡しました。
私は 2015 年に退社し、北欧系商品の販売会社、専

門学校の新学科設立職員と、２か所で３年間勤務しま
した。2018 年２月、日本三景天橋立が見える故郷「京
都府宮津市」に帰りました。会社設立の準備をしてい
た 5月 17 日、「市会議員選挙に出ないか。若い新人
が市長選挙に出るので話を聞いて欲しい」と先輩から
電話がありました。熱意を感じましたが私は立候補
の意思はなく、義理もあり形式的に５月 24 日の説明
会に行きました。この時、市会議員の定数 14人（16

人から２人減）に対し出席者 15 人、私がいなければ
無投票、市長候補も１人だけ、という状況でした。
「定数減も無投票。市長候補も１人だけ。赤字が膨ら
む宮津市の無責任体質」という新聞見出しが頭に浮か
び私のワセダ魂に火が付きました。6月 17 日の届け
出まで３週間でしたが、立候補を決意しました。突然
の無名立候補にみんな驚いたと思います。ただ町内会
と同級生は応援し手伝ってくれました。選挙の素人集
団でしたが当選することが出来ました。人のご縁に感
謝します。
あれから 3年が経ちました。念願だった会社も昨

年立ち上げました。「京都に海がある」啓蒙活動もパ
ワーアップしています。「紆余曲折」は私にとって力
強さの源でもあります。野村克也語録では「失敗と書
いて、せいちょう（成長）と読む」そうです。早稲田
大学との出会いに感謝し早稲田魂を支えに、まだまだ
旅を続けます。線路は続くよ、どこまでも。

早稲田祭で映画上映（後列向かって右端エプロン姿のロン毛が筆者）

2018年 10月、嵐電・京都府支部校友会で「貸切嵐電早稲田号」

卒業後の1984年日本ダービー。後輩たちが出した3冠馬シンボリル
ドルフの横断幕。NHK特集で映る。夫婦で観戦していました。

●向山  禎彦さんプロフィール
1956 年　11月 26日、京都府宮津
　　　　　市生まれ。
1975年　京都府立宮津高等学校卒業
1980年　早稲田大学社会科学部卒業
1980年　株式会社たち吉入社
2015年　株式会社たち吉退職
2015年　株式会社イルムスジャパン
　　　　　入社。2016年退職
2017年　京都文化医療専門学校１月
　　　　　入職。同年 12月末退職
2018年　京都府宮津市市議会議員当
　　　　　選
2020年　OfficeWaveWayLabo（オ
　　　　　フィスウェイヴウェイラボ）起業、代表
早稲田大学京都府支部校友会幹事長
ワセダホースマンクラブ稲門会会長
社学稲門会 1980年次幹事
家族：妻。長女（2008年社学卒）。次女。三女（既婚）。母。
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い出となっている。余談ではあるが、人生劇場の作者
尾崎士郎は岡崎高校の先輩にあたる。
懇親会では必ず応援部を呼び校歌や応援歌を肩を組
んで歌い、木村先生が参加された時は人生劇場の４番
をお願いした。また、12 代西原総長以降 13 代小山
宙丸総長、14 代奥島孝康総長、15 代白井克彦総長、
16 代鎌田薫総長を総長就任時に豊川に招聘し、第二
次世界大戦中に豊川海軍工廠に学徒動員され亡くなっ
た稲門の墓前と慰霊碑の前で、応援部の諸君と共に黙
祷している。
10 年程前からは、豊川稲門会の活動の一環として
大隈重信研究会を発足させ、大隈関連の書物を読み合
わせしている。当然木村先生の本も重要な題材となっ
ていた。
木村先生が元気なころは、毎年木村ゼミ OB会（蛍

稲会）に参加しており、名古屋稲門倶楽部の渡辺正史
氏（木村ゼミ同期）といつも一緒に上京し、早稲田界
隈を歩くのも楽しみの一つであった。早稲田は私のパ
ワーの源であった。

●岡崎稲門会での活動
岡崎稲門会にも 30 年近く在籍していて、10 年程
副会長を務めた。一年に一回総会を兼ねた懇親会を催

●豊川稲門会の創立に参加
2019 年、木村ゼミの先輩である伊東相一氏の紹介

で、初めて社学稲門会に参加させていただいた。私は、
昭和 51年（1976）に社会科学部を卒業し、地元にあ
る愛知県の金融機関に就職した。当時はとても就職難
の時代であり、《夢破れて山河あり》の境地で都落ち
した気分であった。営業店３店舗目の支店が豊川支店
で、地域の同じ稲門仲間と新しく稲門会をつくること
に参画した。
昭和 62 年（1987）11 月７日豊川稲門会設立総会

で西原春夫総長と篠田正浩映画監督を招聘し、講演会
と総会・懇親会を開催した。当日は西原総長と総長秘
書佐藤亨氏（木村ゼミ後輩）、石黒眞二校友会代表幹
事と秘書嘉村暢一氏（木村ゼミ先輩）が来豊し、早稲
田は陰で木村ゼミが仕切っているかのようであった。
また、豊川稲門会を陰で仕切っていたのは、社学同期
の本多一義氏（岡崎高校後輩）であった。また、木村

時夫先生には、翌
年から何度も豊川
稲門会で講演をお
願いし名誉顧問を
お願いした。
いつも木村ゼミ
の延長のような感
覚で、吉良町への
人生劇場の旅を企
画して、一緒に廻
り夜を徹して議論
をしたのもいい思

2013年岡崎稲門会にて。応援部の諸君と共に。真ん中が筆者

している。定番は早稲田関係者を講師に招いた講演会
と大学からチアを含めた応援部を招いての実演であ
る。ネタがない時は、岡崎三田会との合同懇親会など
を企画していた。最近では井沢元彦氏の逆説の日本史
講演会、早稲田の現役ハイソサエティのジャズ演奏会、
今泉清氏のラグビーについての講演会、名古屋フィル
ハーモニーの松谷阿咲氏のヴァイオリン演奏会、駅伝
部元監督渡辺康幸氏の箱根駅伝についての講演会など
開催した。
本当の楽しみは懇親会が終わった後の二次会で、講

師や応援部員を交えたカラオケや本音の議論は、学生
時代にタイムスリップさせてくれる。一昔前は、早稲
田出身の国会議員と芸者を揚げて政治談議をしていた
が、今は若い人も参加しやすいようなメニューにして
いる。また、機会あるごとに近隣の稲門会である名古
屋稲門倶楽部や東三河稲門会にも参加していた。

●京都での第二の学生生活
誰でも定年後の生活は不安であると思うが、私はバ

ラ色の日々である。現在京都芸術大学に籍を置いてい
る。芸術学部歴史遺産コース（通信教育課程）を３年
で卒業し、今は大学院に進み比較芸術学を学んでいる。
京都ではアパートを借りていて、時間があるときは近
くの神社仏閣・美術館・図書館をめぐり、疲れれば昼
間から飲み屋さんで一寸一杯という気ままな生活を享
受している。普段は両親の介護もあり愛知県にいるが、
１か月に１週間から２週間は京都ライフを楽しんでい
る。たまには、マイカーで近隣県の温泉や美術館にも
足を延ばしている。
歴史遺産コースでの卒論はテーマは、岡崎出身の「志

賀重昂」研究を選び、国粋保存旨義を学ぶためにまた
改めて木村先生の本を参考にした。常に木村先生の掌
の上で行動しているようだ。因みに修士論文のテーマ
は、岡崎出身の「村山槐多」研究とした。しかし、今

年度はこのコロナ禍もあり休学して、京都近隣の神社
仏閣で今まで訪問してないところを主に訪問し、疫病
退散を祈願している。
また、アジトが京都の洛中にあるので、京都御所、

大徳寺、下賀茂神社、清明神社など 15 分から 20 分
で歩いて行けるので、散歩コースには丁度いい塩梅で
ある。大学院を卒業しても当面は京都通いを続けるつ
もりで、将来的には京都に永住するのが私の夢である。

●良いことも悪いことも長くは続かない
早稲田大学を卒業して 45年経ってしまったが、「早

稲田の良さは卒業してからわかる」とつくづく思う。
スポーツの面でも正月の箱根駅伝に始まって野球やラ
グビーなど一年中我々を楽しましてくれる。今年は秋
の東京六大学野球リーグの早慶戦で劇的な９回表２ア
ウトからの逆転で優勝し、小宮山監督も涙を流した。
小宮山悟氏が現役時代の早慶戦も豊川稲門会の仲間と
観戦し、当時の監督から不本意な敬遠要求に対しての
彼の涙を見て、感激したことを思い出した。
仕事面でも良き先輩や後輩に恵まれた。たった４年

間が後々の人生を支配しているのである。それは木村
先生との出会いが大きく、心の支えとなった。今後も
変わらず早稲田の誇りをもって進取の精神で進んでい
きたい。
私が、現在修論で研究している村山槐多は、100 年

前にスペイン風邪で亡くなったが、まさか世界中が新
型コロナ禍になるとは夢にも思わなかった。今の世の
中、常に予想できないことが起きると思って間違いは
ない。私の今までの人生を振り返ると、山あり谷あり
の連続であった。しかし、良いことも悪いことも長く
は続かないということが教訓である。だからこそ今、
私は存在しているのである。
最後となるが、社学稲門会が今後も末永く続くこと

を祈念してペンを置くとする。

●杉浦  義章さんプロフィール
愛知県岡崎市出身、1971年岡崎高校卒業、1972年入学、
1976年卒業
愛読書：『昭和史を語るⅠ～Ⅲ』木村時夫著
座右の銘：実るほど頭を垂れる稲穂かな
ゼミ：木村時夫先生『近代日本のナショナリズムの研究』
サークル：塩浜セツルメント（部室は 3号館地下にあっ
た）
趣味：スポーツ観戦、神社仏閣参拝、写真、美術鑑賞、
歴史研究
学会：美学会所属

1987年豊川稲門会設立にて。左端が筆者。右から二人目が西原総長

1990年豊川稲門会に
て。演壇は小山総長。
前面は木村教授夫妻

2019年京都芸術大学・大学院入学式



20 21

も載せています。これらのお店の選択は運営側から意
図したものではなく、ビラ配りや募集で趣旨に賛同し
てくださったお店を掲載しました。掲載店舗の募集に
は木暮さんと彼女の後輩が早稲田の街のお店に 300
件以上ポスティングを行い、趣旨を説明し、少しずつ
集めました。そして、参加意思のあるお店に電子チケ
ットの使い方を説明し、運用のテストやお金の計算方
法などを 2020 年５月から本格的に準備を始め、オー
プンしたのは６月１日から……１ヶ月でぎゅっと詰め
込んだ準備でした。
他にもロゴを作ったり、サイトのデザインや問い合
わせフォームの書き方を作ったり、弁護士や会計士と
の相談も行ったりしました。また、ECサイトである
以前に実質的な運営メンバーが木暮さんと私のみだっ
たのでなるべく管理をまとめるために ITツールを多
用し、最小の工数で最大限動けるような工夫を行いま
した。

●徹底した早稲田主義と非営利主義
わせまちマルシェの形態は ECサイトですが、運営
自身は完全非営利で行いました。わせまちマルシェに
入ったお金は ECサイトのツール代、銀行の振込手数
料以外は全て各店舗が売り上げた金額に応じて、分配
しています。
今回、わせまちマルシェを運営している以上、どの
店舗様にも平等な扱いは徹底しておりました。メディ
アの取材はメディアの指定があれば連絡はしますが、
運営側からどの店舗様の商品がオススメかは伝えない
ようにしています。また “早稲田の街に縁のある人に
早稲田の街の現状を知って欲しい”ことが大事なので、
広告料を支払って早稲田以外の人に宣伝することはし

●わせまちマルシェ誕生のきっかけ
新型コロナウィルスの脅威がメディアで報道され始
め、緊急事態宣言が出されて数日……「善乃ちゃん、
ECサイトについて詳しい？」と声を掛けてくれたの
が同期の木暮美季さんでした。私と彼女は、2015 年
次稲門会で知り合い、お互いに幹事会のメンバーとし
て大同窓会の企画を一緒にした間柄です。
彼女は元々、学生時代に応援部の副将を務めていて、

誰よりも他部活のメンバーや早稲田の街にとても愛を
持っていました。2015 年次稲門会の大同窓会でも大
役を果たした彼女が次に見つけた応援したいこと、や
りたいことが「コロナで学生が減った早稲田の街の助
けになる」ことでした。
私は元々前職で ECサイトの調査を行っていたこと
もあり、彼女に ECサイトを簡単に立ち上げることの
できるツールを彼女に伝え、そのサポートを担うこと
になりました。そして、早稲田商店街連合の方と木暮
さんと一緒にどうやったら早稲田の街の良さを伝えら
れるか、オンラインで打ち合わせを数度行い、ワーク
フローを作成し準備を進めていきました。

●わせまちマルシェとは
わせまちマルシェとは、“早稲田の街の飲食やサー

ビスをオンラインで購入し、享受できるマルシェのよ
うな ECサイト” を意味しています。名は体を表すと
よく言いますが、プロジェクト名に “助けて” や “応
援”、“救おう” をタイトルに入れすぎるとネガティブ
な要素も入ってしまうので、少しでも明るい雰囲気に
なれるような名前にしました。
わせまちマルシェのサイトには何十年も前から早稲

田で営んでいるお店もあれば、新進気鋭の新しいお店

2015年次同期

ておらず、校友課や知人や OB会のシェアで販路を広
げていました。
他には私と木暮さんの同期である 2015 年次稲門会

の幹事メンバーが試食している動画を撮って編集し、
SNSで広げてくれる素敵なサポートもありました。
自分たちで食レポを考えて、商品がどうしたら魅力的
に伝わるかを考え、一丸となった取り組みでした。徹
底的に謙虚に、献身的に運営を行っておりました。結
果として、2020 年６月から 10月までで、5,089,160
円を集め、863 アイテムが売れました。多い少ない
は人それぞれの判断かと思いますが、少しでも早稲田
の街の力になれたのなら幸いです。早稲田大学周辺商
店連合会（W商連）の皆様に感謝状を頂きましたが、
皆様の早稲田愛のおかげだと感じております。ここに
感謝と御礼を申し上げます。

●いわゆる“早稲田生”ではなかった学生時代
実は私は早稲田生ではありませんでした。もちろ

ん、早稲田大学には正しく入学をして卒業をしました
が……いわゆる早稲田を楽しみきっていない大学生活
だったと感じています。
サークル、ゼミ、飲み会、麻雀など娯楽は一通り行

っていましたが、地元である横浜でバイトを多くして
いたため、授業が終わったら高田馬場から横浜へすぐ
に移動する学生生活でした。
大学２年生の冬には、「大学を楽しんでないのに、

就職先が決まらなかったら後悔しかない！」と思い、
誰よりも早く就職活動を行っていました。早めに就職
が終わると、今度は就職活動で出会った仲間と学生起

業をしたり、学生団体を立ち上げたり学外での活動が
多くなってしまったので、尚更のこと早稲田から離れ
ていました。そのため、大きな声で言えないのですが
“都の西北” や” 紺碧の空” などを覚えないまま社会
人になっていました……。 

しかし、2015 年次稲門会にゼミ時代の同期から「幹
事を一緒にやらない？」と声をかけられ、幹事 50 名
の輪に飛び込み、わせまちマルシェに繋がりましたの
で、つくづくご縁は大事だなと実感しました。そして、
何よりも自分が味わいきれなかった早稲田を感じられ
ることがとても嬉しく思います。そして、早稲田の街
には、これからの早稲田生にとって、学生の時も社会
人になっても、変わらない街並みや空気感でいて欲し
いと思っています。その街を早稲田にゆかりがある皆
さんで支え続けていきましょう。

BS放送で「わせまちマルシェ」について話す筆者

寄稿 2019年、M-1出場時の
プロフィール写真。
お笑いの難しさを知る。

早稲田の街を愛して ●森田 善乃さんプロフィール
1992年神奈川県横浜市生まれ。2011年
横浜緑ヶ丘高等学校卒業、2015 年早稲
田大学社会科学部卒業後、総合広告代理
店や物流会社を経験。2019 年に Trysm
を設立し、企業の新規事業の立ち上げや
業務効率化のサポートを行う。一方でお
笑いにもチャレンジ。
2011 年に早稲田大学社会科学部に入学
した際は、サークルが全員、早稲田生で
構成されたフットサルサークル「Hearts」
に所属していた。ゼミは有馬哲夫先生の
マスメディア研究に所属しており、アメ
リカのプロパガンダについて学んでいた。
趣味はゲーム、将棋、フットサル、景色
のいいところでボーっとすること。
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1992年卒
碓田 拓磨

姿勢A 姿勢B

第2回

意欲が湧く姿勢と
意欲が湧かない姿勢

●碓田 拓磨さんプロフィール
長野県出身。早大在学中「姿勢と健康」を受講し肩こり
が解消。1992 年社学卒業後、米国に留学しドクター・
オブ・カイロプラクティックの学位取得。2002 年虎ノ
門カイロプラクティック院開業、同年「姿勢と健康」の
２代目講師就任。「肩こり・腰痛の根本的解決」をテー
マにした講演は健康経営に関心のある企業から引き合い
多数。昨年末から YouTube「姿勢ヤバイぜ」に姿勢と
健康に関するお役立ち情報を定期的に投稿中。

姿勢と気持ちの関係アンケート

椅子に座り、左記姿勢 A と姿勢 B で、①と②に書かれている「　」内の言葉をそれぞれ口にして、
その心境になろうとしてください。その際、自然に感じたか、不自然に感じたかを実感していただく
のが目的です。

姿勢 A：スマホや携帯電話を操作している姿勢をとる（背中を丸めて下を向く姿勢）
姿勢 B：背すじを伸ばして、左右の肩を後ろに引いて（胸を張って）正面を見る

①「やる気が湧いてきた」（前向きな言葉）
②「全くやる気がしない」（後ろ向きな言葉）

いかがだったでしょうか。人によって感じ方の強弱はありますが、これまで 3000 名を超える大学
生や 80 代の方まで同様のアンケートを取りましたが、全て 80% 以上の確率で、以下の傾向が浮き
彫りになりました。

・姿勢 A で「やる気が湧いてきた」・・・不自然（どちらかというと不自然を含む）
・姿勢 A で「全くやる気がしない」・・・自然（どちらかというと自然を含む）
・姿勢 B で「やる気が湧いてきた」・・・自然（どちらかというと自然を含む）
・姿勢 B で「全くやる気がしない」・・・不自然（どちらかというと不自然を含む）

この結果を踏まえて、日常生活に活かすためにとても大切なことが二点あります。
一つはスマホ・携帯の操作をはじめとした日常生活における下を向く動作のまま、前向きな気持ち

になろうとするのは、ブレーキを踏んだまま、アクセルを踏もうとしているのと同じだという事です。
「何だか最近、やる気が出ない、前向きな気持ちになれない、意欲が湧かない」という方は、ひょっ
とすると背中を丸めたままになっていないでしょうか。もちろん姿勢だけが気分や気持ちを左右する
要因というつもりはありませんが、姿勢が多少なりとも影響するのは確実だと思うので、見直すだけ
の価値があると思います。何か前向きな気持ちになりたい時、やる気を出したい時に、まずは背すじ
を伸ばしてから「よし、やってみよう」と口にするのです。背中を丸めたままよりも、きっと１歩目
が踏み出しやすくなると思います。逆に言うと、背中を丸めた姿勢でいることで、できたはずの事も
できなくなってしまう可能性もあるという事です。それは非常にもったいない話ですよね。

二点目は、瞬間的に背中を伸ばしても、その後すぐに丸まってしまっては、意欲も長続きしないと
いうことです。そこで姿勢を保っていられる能力を身に付けることを強くお勧めします。

実際にどうすれば良いのかという事ですが、私が数ある姿勢改善の方法から、最強かつ最短で姿勢
改善を成功させるための方法を二つ紹介いたします。『椅子の正座』と『キャットレッチ（猫背のス
トレッチ）』です。

残念ですが今回の記事の中ではスペースの関係で紹介できません。そこでお手数ですが、私が
NHK に出演した際に撮影した動画が閲覧できるので、グーグルなどで『椅子の正座 NHK』、『キャッ
トレッチ NHK』で検索してご覧ください。

今回の記事が社学 OBOG 皆様にとって、前向きな心を持ち続けるためのお役に立てば幸いです。

早稲田大学保健体育科目「姿勢と健康」の講
師として 19年間、早稲田生に姿勢と健康の関
係について教えてきました。教えてきたことも
確かですが、私が教えられたことも数多くあり
ました。今回は学生に教えられたものの中から、
姿勢が心の健康にどれほど関係しているかを
紹介します。今回の記事を通して、社学OB・
OGの皆様には、意欲が衰えないための姿勢を
身に付けていただき、心の健康にお役立ていた
だけたらと思います。
「姿勢と健康」の授業で全学生に回答してもら
う「姿勢と気持ちの関係アンケート」がありま
す。姿勢によって気持ちや気分がどれほど影響

を受けるかについて、実感してもらうためのア
ンケートです。実際は 20 項目あるのですが、
今回は代表的な４つの項目を紹介します。30
秒もあればできるので、是非実際にやってみて
ください。

社学
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※春の六大学野球は中止が伝えられましたが、その後感染拡大が小康状態になった 8 月に収容上限 3000 人という制約のも
と開催されました。各校対戦１試合ずつの引き分けなし。同点の場合はタイブレークで勝敗を決めるという変則ルールでした。

ウィズコロナ現場レポート
ニューノーマル時代に向けて

米津　昭（1982 年卒）

昨年はコロナ禍で社会の様々な変化を経験し、日増
しに教訓も得てそれなりに知恵が付いた一年でした。
我が家は海外駐在中の息子が急遽帰国を余儀なくさ
れ、職場や任務が一変したことで、グローバルに甚大
な影響が出た実情を目の当たりにしました。昨年から
小生は雇用延長として後進の育成という立場ですが、
寄稿にあたり負の側面はメディアが取り上げているの
で、ニューノーマル時代に向けて遭遇したプラスの部

緊急企画！

本会報の校正段階に入った2021年１月８日、第２回目の緊急事態宣言が発出されました。思えば2020年
はコロナ一色の年でした。４月７日に緊急事態宣言が発出され、日常生活が一変。お寄せいただいた原稿を拝見
しても、山田満先生はコロナ禍で変貌する大学の様子を教える側から描写してくださいましたし、一方、奨学生
の古川さんは、コロナ禍という特異な状況で過ごした韓国留学体験をリアルに伝えてくれました。
2020年はすべての稲門会活動も自粛となり、春の早慶レガッタ、春の六大学野球は中止（※）となりました。

社学稲門会も活動をすべて自粛し、毎年5月に行われる総会と10月の社会科学部卒業生「大・同窓会＆奨学金
授与式」は中止となりました。
こうした中、当然ですが我々卒業生の職場環境や家庭環境もコロナ以前と比べて大きく変わりました。しかし

会報をまとめていて卒業生の生活変化について書かれたものがありませんでした。何か残した方がよいのではな
いかと緊急企画として卒業生にお声かけしました。突然の企画で残された時間もないためアンケート形式で状況
を伺いましたが、ありがたいことにアンケートの他に現場レポートをご寄稿頂きましたので、感謝申し上げると
ともに紙面でご紹介させて頂きます。
アンケートは、ウィズコロナで求められたリモート勤務や感染拡大防止のため導入されたＣＯＣＯＡへの取り

組みなどについて自由記述形式で答えて頂きました。
散文的になりましたが、良くも悪くもコロナが与えた影響の一面を知れるのではないかと思います。（吉田直人）

この閉塞感を打破したのが実は入社 10 年目までの
若手なのです。職制にこだわらず、自由でオープンな
コミュニケーションを実現するため、若手主導のプロ
ジェクトが既にスタートしていたことが功を奏しまし
た。トップダウンでは進まない中、「手段」や「意識・
マインド」の変革によって、彼らが組織を取り巻く課
題に対して中心的な役割を果たしてくれたのです。
●人を大切にする活力ある組織

対面のコミュニケーションが不足し、モチベーショ
ンの欠如が気になり始めた頃、若手が MC でタイム
リーな企画を始めました。出社できない中で、連帯感
を出すための Teams を活用した番組です。例えば、
毎週カジュアルな朝会を実施して、新入社員や各部署
のインタビュー等をするわけです。また、チャットに
は仕事以外の交流を図る雑談コーナーを設けて SNS
風にしてみたり、社員のビジカジがイマイチと思えば、
ビジカジコンテストを開催するとか、これでもかと続
く若者特有の斬新な発想には圧倒されました。

メンバーには積極的な体育会系が多く、誰かの指示
ではなく、何が今大切か本質を見極め即断するところ
が流石です。こういう垣根を取っ払った交流を重ねて
気軽に意見交換できる様になり、リモートでは意思疎
通が難しい仕事をスムーズに回せる原動力となりまし
た。
●発想転換の重要性

働き方改革によりオフィスのあり方が若手主導で見
直され、フリーアドレス化によって固定座席は不要に
なりました。出勤時の自由な発想での環境が整うと、
同時に収納をロッカー１個にすることで如何に荷物が
多いかという事にも気付かされました。また、こうし
たコスト削減以外にも営業は IT ツールをフルに活用
しながら、キーマンとの接点を強化する工夫を行いま
した。営業マンは人に会ってナンボですから、得意先
には直行直帰でやり繰りしながら、現場の声を集めて
成果を出すために日々懸命でした。

こうして自社の強みを結集し、もっと快適に仕事が
できないかという検討を重ね、今の社会が求める空間
ソリューションという事業に結び付く事例も出てきた
のです。昨年末にライブオフィスを作り、実際に社員
が働く先進性のある空間をお見せしていますが、これ
までの発想にはない提案の場であり、現場担当者が主

分を綴ってみたいと思います。
●コミュケーションの革新は若手主導

最初の緊急事態宣言が発令され、感染拡大の危機
感が高まった時期に首都圏では出社可能な人員を上
限 30％と決めて在宅勤務が基本となりました。全社
的にビジネスツールは Teams で運用され、部署毎に
ルールを決め、テレワークには欠かせない Web 会議、
チャット、ファイル共有の機能を活用しながら、何と
か業務が全うされている印象でした。とは言え、多種
多様な職種の組織では、メールでの他部門や他部署と
の連携不足、風通しが悪く情報伝達が不十分、意見へ
のサポートが希薄等、リモートでの問題点が山積され
始めたのです。

役の持続的な成長エンジンだと期待しています。
●コロナ禍で学んだこと

コロナ禍という非常事態において、トップダウンだ
けでは現場は動きません。想定外である在宅勤務の問
題点はコミュニケーション面にあったというのが実感
です。若者の柔軟性には驚きましたが、既成概念を捨
てこれまでの発想からの転換を考えさせられました。
スピーディーでオープンなコミュケーションなくして
組織の成長もありません。彼らがニューノーマル時代
に相応しい新たな仕組みや働き方を如何にルーティン
にしていくのか大いに楽しみです。

ウィズコロナアンケート
●在宅勤務状況について
　Ａさん：

2020 年４月にグループ会社に出向になりました。
本社では以前から子育て中の女性社員を中心に週に１
日程度の在宅勤務が認められていたのですが、全社員
に行き渡ったのは３月に入ってからです。出向先は、
グループ各社が主催するイベントを運営する会社で
す。事務局機能とプロデューサー機能を担い、主催社
と協賛企業、登壇者、参加者、映像担当企業とをつな
ぐ役割と言えます。

出向初日にフル出勤して以降、基本的に在宅勤務に
なり、週に１回程度仕事内容のすり合わせに出勤しま
した。各自ノート PC と会社の内線スマホを持ってい
るので、テザリングでメールはもちろんテレカンファ
レンスができる環境にありました。コロナ禍以前から
遊び感覚で Teams を触っていたので、在宅勤務への
移行はスムーズだったのではないでしょうか。数か月
後には派遣社員の方々にも在宅勤務環境が整ったよう
です。
Bさん：
スタッフ部門は 40% 程度、ライン部門は 20% 程度

です。  自分自身も現在は出社する日の方が多いです。
Ｃさん：
事業所と職種によって違いますが、芝オッフィスの

間接部門では約 25％の出社率。
Ｄさん：
本社と工場のスタッフ部門は週２～３日の在宅勤
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務。
●在宅勤務は出社勤務をカバーできるか
Ａさん：　
これは各社の業態や各人の職種やポジションによっ

ても大きく違うと思います。パソコンでできる仕事な
ら問題ないと思いますが、対外折衝が多かったり、こ
まめなミーティングが必要な場面が多い仕事などは、
やはり至近距離にパートナーがいた方がよいと思いま
す。
私の場合、各種イベントが中止になったり、延期に

なったりで昨年の前半はほとんど仕事がありませんで
した。（オンライン会議や研修の日々）
グループ内で協業し、数か月の間に「オンラインイ

ベント」の体制を整えたため、後半はほとんどが「リ
アルイベント」から「ウェビナー」等に切り替わりま
した。来場者を募集するのではなく、PCやスマホで
の視聴者を募集するスタイルに変わったのです。この
ため前半に実施できなかったイベントが後半に集中し
て忙しくなりました。中高年でありながら新米の私で
すら 10 月～ 11 月は、担当したイベントを実施する
ために毎日出勤し、遅くまで残業する日が続きました。
Bさん：
スタッフ部門についてはいけそうですが、ライン部

門については難しそうです。
Ｃさん：
部門と職種によって全く異なります。
Ｄさん：
間接部門はカバーできているが製造ラインは無理。

交代勤務も難しい。
Ｅさん：
内勤者は職種によってウエイトは変わるが、かなり

カバーできている。
営業の様に顧客と接する職種はプレゼン、ヒアリン

グの質は当然落ちる。
他社競合の中、意思を伝える、意見を聞く、現物を

見せる、相互の理解をどう補うかが課題。
●在宅勤務の問題点
Ａさん：
１回目の緊急事態宣言が解除になってから、自分も

含めたみんなの「外出のリスク」に対する緊張感が緩
んだのではないでしょうか。出社しないといけないよ

たのは驚きました。しかもその方、自民党の「ハンコ
議員連盟会長」で二度びっくり。中高年になってくる
と新しいものについていくのが大変になってきます
が、なんとかキャッチアップしていきたいですね。
Bさん：
以前から電子決済をすすめており、コロナ禍におい

てさらに推進をしております。
Ｃさん：
少しは進みました。
Ｄさん：
ウィズコロナ以前から電子決済を導入済みで社内

ワークフローは 100％ハンコレスになっている。しか
し対外的な契約書類のハンコレスはまったく進んでい
ない。
対外的なところでは、ウィズコロナでハンコレスよ

りも FAXレスが進みそうな感じがする。完全リモー
トを実施している企業で FAXを廃止するところが出
てきた。紙で出力されても受け取る人がいないからだ。
もちろんリモートでも FAXを電子データとしてうけ
とることはできるがそれならメールとなんら変わらな
い。リモート勤務が長期化すれば FAXレスが加速す
るのでないかと思う。
Ｅさん：
Docuworks を活用した電子押印の業務フローを導

入し、対象書類を定めて運用中 。
●COCOA導入に対する方針
　Ａさん：
個人的には登録しています。
Ｂさん：
個人対応となっています（私は使っていますが、ま

だ接触なしです）。
Ｃさん：
インストール率 80％＋。
Ｄさん：
会社では推奨しているが個人任せ。私は７月からア

プリを使っている。８月 15 日に２人の感染者と濃厚
接触したとCOCOAに知らされた。８月 15日は春の
早慶戦の日で私も観戦していた。ここで接触したもの
と思うが、私自身は無事だった。
コロナ感染者が現れた企業では濃厚接触者の特定で

きずに困った教訓から COCOAを強要しているとこ

うな「空気感」が生まれてしまったような気がします。
「急を要する」仕事は、経営者や上司の出番でしょうが、
そうでない「不要不急」の場合は上役が率先して在宅
勤務をした方がよいと思います。
今回の体験でフェイスツーフェイスの大切さを痛感
していますが、せっかく ZOOMや Teams などが使
える世の中になったので、会議の時だけでなく、意識
的にちょっとした会話や質問などにうまく利用したら
よいと思います。
在宅勤務の問題点は、この意識の切り替えがなかな
かできない点と、極端な管理体制に傾く危険性がある
ことではないでしょうか。それと運動不足になること
かな。
Bさん：
社員同士のコミュニケーション低下。
 直接話さなくても同じ空間にいることによって維
持できているものもあるので。
Ｃさん：
 F2F のコミュニケーションに勝るものはない事。
Ｄさん：
同じ空間で仕事をしていると聞こえてくる会話など
から起きている問題を感じ取れるが、メールのやり取
りでは共有がむずかしい。
どうしてもコミュニケーション不足で社員の本音が
聞けず、よそよそしくなりがち。
完全リモート勤務になればかなりストレスになりそ
う。
Ｅさん：
他部門、他部署との連携が不足。リモートで気軽に
情報交換できない。
風通しが悪く、情報伝達が不十分。社内の情報ツー
ルの活用に部署間で差がある。
意見に対するサポートが希薄。紙の書類が多い。
●ハンコレス
Ａさん：
会社内部の押印は、ほとんどが電子認証に変わった
と思います。対外的なものも今後社会的な共通理解が
進めばドキュサインのような電子署名が普通になって
いくのでしょうね。
自分も IT リテラシーが高い方ではないのですが、
安倍政権の最後の方で78歳の方が IT担当大臣になっ

ろもあるようだ。
Ｅさん：
各自治体の接触確認ツールも含め積極的な活用を推

奨（任意）。
感染拡大防止策や対応策は会社として規定。

●アフターコロナに向けて
　Ａさん：
在宅勤務していると、必然的にテレビに向かう時間

が増えてしまいます。どのチャンネルもコロナの発症
者数の話や政治判断をこき下ろすのに懸命です。もっ
とウィズコロナの時代にどういう判断をすればより適
切なのかという指標を提示してくれたらいいなと思い
ます。
アフターコロナになってもデジタル化は進化してい

くので、なんとか IT リテラシーを高めて、世の中に
置いて行かれないようにしたいなと思います。
Ｂさん：
所属しているカスタマーサービス部門にはコールセ

ンターもあり、オペレーターの在宅対応はまだまだ難
しいところです。
どこの企業もそうでしょうが、電話以外の問い合わ

せ対応チャネルの拡充が求められています。
●最後に
アンケートを拝見し、当然かもしれませんが、企業

風土や文化、経営者や職種、部門、エリアによって事
情が全く異なることが読めました。
ただどの企業でもリモートワークが確実に広がった

ということは共通しているようです。リモートワーク
によるコミュニケーション不足が問題となっていると
いう点も見えました。
ひるがえって 2020 年にめでたく早稲田大学に合格

した新入生に思いを馳せました。希望に満ち溢れ門を
くぐった彼らは夢を語らう友を求めましたが、４月に
大学は封鎖、友を作る前にリモート授業が始まりまし
た。コロナ禍でリアルな空間での出会いを失った世代
ですが、古川さんのように前を向いて頑張っている彼
らにエールを送ります。
早稲田という世界でも名高い大学で、一生の友を見

つけ、肩を組み、酒を酌み交わし、大いに語れるコロ
ナ以前の普通の姿に一日も早く戻れるよう願ってやみ
ません。

緊急企画！　ウィズコロナで思うこと


